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請願・陳情の提出について
　平成 28年 3月定例会での請願・
陳情は、開会日から 6日前の 2月
19 日（金）午後 5時までに提出さ
れたものが対象となります。
　なお、提出の際は、事前に議会
事務局（☎ 82 － 9652）までご連
絡ください。

　市議会では、多くの市民に議会への関心を深めていただくた
め、議場の見学を実施しています。
　「議会ってどんな仕事をしているの？」、「議場ってどうなって
いるの？」といった疑問にお答えします。議会を開催している日を
除いて、見学の申し込みを受け付けています（会議などの開催状
況で、希望に沿えない場合もあります）。
　見学を希望する方は本庁舎４階議会事務局（☎82－9652）にお
問い合わせください。

議場を見学しませんか？

請願と陳情の提出要件の
違いは何ですか

提出場所や期限は決まっていますか

結果はどういうものがありますか

提出する場合の書式は決まっていますか

提出した後の流れはどうなっているのでしょうか

提出後のお願い・・・

請願（陳情）事項の補足説明もできます

　「請願（せいがん）」は、紹介議員が１人
以上必要です。
　「陳情（ちんじょう）」は、紹介議員を必
要としません。個人や地域の団体名で提出
することができます。
　なお、請願と陳情では取り扱いが異なる
場合もありますので、事前に議会事務局に
お問い合わせください。

　市役所本庁舎 4 階の議会事務局まで持参してください。（陳情の場合、郵
送による提出をされた場合は、内容の審議をせず、議員への配付のみとなり
ます。）
　請願（陳情）は、3 月、6 月、9 月、12 月定例会で審査しますが、提出
の時期により審査時期が異なります。
① 定例会の 6 日前まで（その日が閉庁日の場合はその前の開庁日）に提出
されたものは、その定例会で審査します。

② 定例会最終日の 3 日前までに提出されたものは、その定例会最終日に議
題とし、閉会中（次の定例会開催日まで）の継続審査とします。

○採択・・・願意が妥当で、実現性もあるなどの理由から、内容を肯定す
る議会の意思決定のこと。

○趣旨採択・・・願意は理解できるが実現性に乏しいときなど、採択には
至らないものの、趣旨には賛同できること。

※採択または趣旨採択した請願（陳情）は、市長や教育委員会宛てに送付し、
その実現に努力するよう要望します。また、必要があれば意見書として、
その結果を国（国会・関係行政庁）、県知事などに送ります。

○不採択・・・実現性に乏しい、願意に沿い難いなどの理由から、採択に
賛成する議員が出席議員の過半数に達しないこと。

○継続審査・・・付託委員会の審査が会期中に終了しない請願（陳情）な
どについて、委員会の申し出に基づいて、議会の議決により閉会中も審
査を継続すること。

○審査未了・・・請願（陳情）が審査期間中に議決に至らず、継続審査に
もならないこと。

※請願（陳情）者には審査結果をお知らせします。また、ホームページで
も審査結果や提出した意見書をご覧いただけます。

書式は特に決まっていませんが、必要な記載事項などは以下のとおりです。
① 日本語で記載する。
② 請願（陳情）の趣旨・理由を簡潔明瞭にまとめて記載する。
③ 提出年月日、請願（陳情）者の住所および氏名（団体の場合は、その名称および代表者の氏名）を
記載する。

④ 必ず押印をする。
※請願（陳情）事項が多岐にわたる場合は、内容ごとに区分し個別の請願（陳情）として提出してく
ださい。
※ホームページに参考書式を掲載していますのでご覧ください。

　基本的な流れは以下のとおりです。
① 請願（陳情）書を議長に提出する。
　（議会事務局へ提出）
　　　　↓
② 本会議で所管の委員会に付託する。
　　　　↓
③ 所管の委員会で慎重に審査・採決する。
　　　　↓
④ 本会議で審議・採決する。
※所管の委員会で審査した後、本会議において、委員長からの報告
を基に、質疑、討論を行い、結論を出します。

　請願（陳情）の審査に当たり、提出いただいた請願（陳情）書を基に
請願（陳情）文書表を作成し、審査を行っています。
　請願（陳情）の趣旨を変えることなく、内容を簡潔かつ明瞭なものと
しています。
　請願（陳情）文書表を作成後、内容の確認をお願いするため、提出時
に電話番号など連絡先をお聞きしています。ご協力をお願いします。

　請願（陳情）の審査の際、請願（陳情）の趣旨に係る細かい説明や、
趣旨に込めた思いを述べていただくこともできます。時間は 10 分程度
となります。
　補足説明をご希望の方は、提出時に議会事務局職員にお申し出くださ
い。ただし、審査の状況によりご希望に添えない場合もありますのでご
承知おきください。
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　すべての人々が、国や地方公共団体などが所管する事項について、一定の措置をとるよう、あるいはとらないよう希望し、申し出ることができます。
これを請願といい、基本的人権の一つとして憲法で保障されているものです。
　陳情は、法律上保障されているものではありませんが、議長などの判断により、請願と同様の処理をするものです。
　この請願・陳情について、質疑形式でその概要をご紹介します。


